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令和 2年度 事 業 報 告  

 

公益財団法人 日本股関節研究振興財団 

 

公益財団法人日本股関節研究振興財団の令和 2 年度における事業の概要 

について、次のとおり報告いたします。 

 

 

１．研究助成事業（公 1） 

 

（１）研究助成金支給事業 

    

 ア 研究助成事業 

 

股関節に関する学術研究、診断と治療技術の開発及び健康寿命を延 

伸するための研究に関する優秀な研究に対して、公募により助成を行 

いました。 

 令和 2年度は 23 名の応募者の中から助成選考委員会の選考により 

下記の 3名に決定し、1件につき 70 万円を股関節研究助成金として

交付いたしました。 

 

   研究課題 1  股関節疾患の基礎、診断、治療或いは予防に関する独 

         創的研究 

    

   ① 「全自動リアルタイム PCR および次世代シークエンサーを用いた 

人工股関節周囲感染の診断と病態の解明」                

横浜市立大学 崔 賢民 

 

② 「健康寿命を延ばす純国産人工股関節の研究開発」            

千葉大学 中村 順一 

 

研究課題 2 健康寿命を延伸するための股関節に関する研究 

 

     「骨髄機能に着目した大腿骨近位部骨折の予防戦略」 

東北大学 荒井 誠 
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イ 股関節海外研修助成事業 

   

  本年度は、世界的な新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、 

 米国の感染状況が深刻のため、海外研修事業の実施は令和 3 年度に 

延期となりました。 

  

 

ウ 股関節国内研修助成事業 

 

   本年度は、世界的な新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、 

  緊急事態宣言が発出されたことにより、国内研修事業の実施は令和 

3 年度に延期となりました。 

 

 

（２）研究・研修成果報告書作成事業 

 

平成 30 年から令和元年に実施した下記の 3 名の方々の研究の研 

   究成果報告並びに令和元年度に実施した海外研修及び国内研修の結 

果報告書を作成しました。また、本成果報告書は厚生労働省、各医科 

大学及び国公立病院等に配布いたしました。 

 

   ア 平成 30 年度研究成果報告 

 

① 「第一・第二世代 XLPE 製寛骨臼ライナーの厚みが機械的耐久 

性に及ぼす影響の解明」           

東京医科大学 立岩 俊之 

 

② 「急速破壊型股関節症の早期診断方法の確立」        

神戸市立医療センター 

 中央市民病院 安田 義 

 

③ 「スクレロスチン分泌低下に伴う大腿骨近位部骨折予防戦略」    

信州大学 中村 幸男 
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   イ 令和元年度海外研修結果報告 

    

      加古川中央市民病院整形外科 岩佐 賢二郎 

            徳島大学整形外科 後東 知宏 

      大阪産業大学工学部機械工学科 花之内 健仁 

 

 

   ウ 令和元年度国内研修結果報告 

 

      神戸大学大学院整形外科 亀長 智幸 

      市立釧路総合病院整形外科 下段 俊 

      東京慈恵会医科大学整形外科 羽山 哲生 

      弘前大学整形外科 原田 義史 

 

 

（３）股関節研究セミナー開催事業 

 

     新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、令和 2 年 10 月 23 

日に開催を予定していた股関節研究セミナーは中止となりました。 

 

 

 

２．普及啓発事業（公 2） 

 

（１）股関節市民フォーラム開催事業 

    

    新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、令和 2 年 11 月 8 

日に開催を予定していた市民フォーラムは令和3年度に延期となり 

ました。 

 

（２）普及啓発事業 

 

令和 2 年度も引き続き「人工関節ステッカー」についてホームペ 

ージ等で周知を図り、人工股関節及び人工膝関節の患者様や医療機 

関へ無料にて配布いたしました。 

 



   

4 

 

 

（３）インターネット情報提供事業 

 

     当財団のホームページは、令和 2年度もより見やすく、利用しや 

すいよう情報公開しました。各助成金研究者の研究内容が、一般の 

方々にも理解できるよう動画（YouTube）で情報発信し、また、各 

イベントの開催や股関節に関する情報（ヒップジョイントコラム等） 

を SNS 等を用いてタイムリーに発信して広報しました。 

財団 WEB URL   https://www.kokansetu.or.jp/ 

財団 YouTube   https://www.youtube.com/user/hipf6202 

 

 

 

３．運動器健康寿命延伸事業（公 3） 

 

（１）運動器健康寿命延伸体操の研究開発及び普及促進事業 

 

健康寿命延伸のための股関節を中心とする「運動器健康寿命延 

伸体操」（ロコモン体操）の研究開発及び外部機関が開催する下記 

の講演会へ参加し、普及促進に努めました。 

 

 令和 2年 11 月 21 日（土） 

長野県木曽郡 木曽町保健センター大会議室 

一般社団法人木曽おんたけ健康ラボ主催 

 「股関節ボール体操及びロコモン体操」 

 

講師：太藻ゆみこ（メディカルフィットネス研究所代表 

・健康運動指導士） 

 

対象：木曽町町民。参加者は約 20 名でした。 

 

 

（２）体操指導者研修事業 

 

令和 2 年度の実施状況は、次のとおりです。 
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令和 3 年 3 月 6日（土） 

「第 13 回運動器健康寿命延伸体操（ロコモン体操）指導者講習会 

 『ロコモ脱却への指導ポイント～股関節とボール体操編～』」 

 

講師：別府諸兄（聖マリアンナ医科大学名誉教授） 

太藻ゆみこ（メディカルフィットネス研究所代表）  

 会場：東京都世田谷区 上馬整形外科クリニック 

対象：健康運動指導士、介護関係者他、受講者は 10 名でした。 

 

 

 

 

４．管理事業 

 

（１）理事会  

   令和 2 年度の理事会は、次のとおり開催しました。 

 

日程 議案・報告 開催場所 

令和 2 年 

5 月 21 日（木） 

第 29 回理事会 

 

 

 

 

 

1.令和元年度事業報告及び附属明細 

書について 

2.令和元年度貸借対照表、正味財産増 

減計算書及び附属明細書並びに財 

産目録について 

3.令和 2年度 股関節国内研修助成金 

交付者決定について 

4.股関節海外研修助成選考委員改選

について 

5.定時評議員会の開催方法の変更に

ついて 

   

定款第34条に基

づく文書での理

事会 

 

 

 

 

令和 2 年 

10 月 22 日(木) 

第 30 回理事会 

1. 令和 2年度股関節研究助成金交 

付決定について 

2. 令和 2年度股関節研究セミナー開 

催の中止について 

3. 令和 2年度股関節市民フォーラム 

開催の延期について 

定款第34条に基

づく文書での理

事会 
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4. 令和 3年度股関節海外研修助成事 

業募集停止について 

5. 顧問の交代について 

6. 海外研修助成選考委員の選任につ 

いて 

 

令和 3 年 

3 月 19 日（金）

第 31 回理事会 

 

1. 令和 3年度 事業計画について  

2. 令和 3年度 収支予算について 

3. 令和 3年度 股関節研究助成事業 

について 

4. 令和 3年度 股関節国内研修助成 

事業について 

5. 定時評議員会開催について 

 

定款第34条に基

づく電磁的記録

による理事会 

 

 

 

（２）評議員会 

   令和 2 年度の評議員会は、次のとおり開催しました。 

 

日程 議案・報告 開催場所 

令和 2 年 

6 月 7日（日） 

第 17 回評議員

会 

 

1. 令和元年度 事業報告及び附属明 

細書について 

2. 令和元年度貸借対照表、正味財産 

増減計算書及び附属明細書並びに 

財産目録について 

3. 役員等の選任について 

 

定款第19条に基

づく文書での評

議員会 

 

 

 

 

（３）監事監査 

   令和 2 年度の監事監査は、次のとおり実施しました。 

 

日程 区分 開催場所 

令和 2 年 

4 月 25 日（土） 

 

令和元年度監事監査 定款第25条に基

づく文書での監

査 
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５．股関節らくらく募金について 

  令和 2 年度は参加者数 110 名の目標でしたが、令和 3 年 3月 31 日現在 

で 84 名でした。 

 

 

６．内閣府の立入検査について 

  令和 2 年 11 月 27 日に内閣府の立入検査があり、指摘を受けた事項につ 

いては、令和 3 年 1 月 1日から実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


